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[手順 1] 付属品を確かめる 


付属品一質 


リモコンに電池を入れるには 


• B - CAS カード(デジタル放 
送用に力ード） （1 枚） 

• B - CAS 用ユーザー登録 
はげき台紙 (1 枚） 


B - CAS 力ード 



• リモコン （1 個） 

. 単3お乾電池 (2 個) 



• HDMI ケースレ （1.5 m ) 
(1 本） 



• 同軸ヶースレ付き分配器 
( CS / BS デジタル放送対応、 
地上波放送対応さ1個） 



• AC パワーァダプター 


(2 m ) ( Hi ) 



軽く押し込みなび 5 
開けて < ださい。 


必ずイラストのよラに©極側 
か 5 電池を入れてくだをい。 
無理に入れたり逆に入れたり 
ずると、シヨートの原因にな 
り、発熱ずることびありまず。 



予備の部品は、誤って欽み込まないよラ、おテ 
さまの手の届かないところに保管してください。 


• 電源コード （1 本) 



• リモコン延長受光部 （1 個） 

• 両面テープ (2 枚*) 

* け幻ま予備でず。 


• ブラケット 
(テレビ背面取り付け用） 

(1 個） 


• プッシュナット(ねじ） 

(3 個*) 

* 1 個は予備です。 

妳 

• 結束バンド (6 個） 

う 

• 取扱説明書(準備編） 

• 取扱説明書(操作編） 

• まをのために 
• ご愛用をアンケート 
• 偏正書 

• この機器の使用上のま意 
ラベル 

馆1部） 

a 







[手順 2] アンテナと HDMI ケーブルを 
つなぐ 


地上液と衛星が送の信号び混合の場を 



ごを意 


• 付属の同軸ケーブル付を分配器を使用して<ださい。 

• 付属の同軸ケーブル付を分配器 m 外の分配器を使用した場合の性能は保証しかねます。 


M アンテナと HDMI ケ—ブルをつなぐ 
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地上波と衛星放送の信号び { m 月;]の場を 



付属 

Q 同軸ヶーブル付き分配器に S / BS デジタ 
ル放送対応、地上渡放送巧応各1個） 


づ j— 

■lain — t i — dEE 


別売り 

0衛星巧同軸ケーブル (2 本） 

. 邮 


な HDMI ケーカレり本） 


化上デジタル放ちを受信します。 


B アンテナと HDMI ケ—ブルをつなぐ 


• 付属の同軸ケーブル付さ分配器を使用してください。 

• 付属の同軸ケーブル付さ分配器！;^外の分配器を使巧した場合の性能は保証しかねます。 
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[手順 3] B-CAS 力ードを入れる 


B - CAS 力ード(デジタル放送用に力ード）はお客様 
と地上デジタル、 BS デジタル、110度 CS デジタル 
の放送局をつなぐカードです。 

本機は単品での動作び可能です。デジタル放送を 
視聴するしないに関わらず、必ず B - CAS カードを 
挿入してください。 

次の手順は、電源を切つた状態で行つてください。 

1 同封の r ビーキャス ( B - CAS ) 力ード使用許諾契約 

約款」の内容を読み、了解された上で、台紙から 
B - CAS 力ードをはびず。 

B-C AS 巧ユーヴー登録はびさ台紙の内容にご不明 
な点びあるときは、 B - CAS カスタマーセンター履 
話番号0570 -000-250) へお問い合わせください。 



2 本機前面の扉を開ける。 

3 B - CAS 力ードを奥までしっかり挿入ずる。 



上の図のとおり、 EP 刷された矢 EP の方向 
に挿入ずる。 


ごミ主意 


B - CAS カードを挿入したあとは、本機前面の扉を必ず閉めてくだ 
さい。 

4 同個の B - CAS 用ユーザー登録はびをに必要事項 
を記入し、投函ずる。 


B-CAS 力ードに関するミち意事頂 

有料チヤンネルは契約した B - CAS カードび挿入された機器のみで視聴•録画できます。本機で視聴•録画す 
るときは、本機に挿入している B - CAS 力ードで契約してください。 

他の機器で契約したカードを挿入した場合でも視聴録画できます。 


B B-C As 力—ドを入れる 
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[手順 4] AC パワー アダプターを本機に 
つなぐ 

下の図のよラに、付属の AC パワーアダプターを本機につないでください。 



[手順 5] 電源コードをコンセントに是 

し込む 

すべての接続が終わってか日、電源コードをコンセントにつなざます。 

電源コードをコンセントの奥までしっかり差し込んでください。 


B A C パワ—アダプタ—を本機につなぐ\ 



[手順 6] かんたん設定をずる 


かんたん設定は本機に付属の IJ モコンを使つて設定してくださ 
い。 

かんたん設定を行5とさは、本機をテレビの横など、本機の IJ 
モコン受光部び見える場所に仮置さしてください。 


♦♦♦♦で項目や 

設定を還ぶ。 



-巧定ボタンで還んだ 
I 頁目や設定を確定ずる。 


を押ず。 


本機に付属のリモコンの ' 

テレビの電源び入ります。 


2リモコンの参を押して、テレビの入力を本機 
を接続した入力に切り換える。 

3リモコンの W とろを押ず。 

本機の U モコンび HDD レコーダーモードになり、 
本機を操作でさるよラになりまず。 

4リモコンの> を押して本機の電源を入れる。 

本機の電源を入れ、しばら<ずると、かんたん設 
定画面び表示されまず。 

画面 1 表示されたメッセージをよ < お読 

かんたん設定 みになり、 （ g ) を押して、画面に従つ 
開始 て設定してください。 


本機の U モコンのテレビ操作用ボタン(下図）を押すと、テレビ放 
送に切り換わり、リモコンもテレビ操作モードになります。 


1 メモ 

アブリキサスト10キ-連動 

— 




I - これ6のボタンを巧ずと、 
画面がテレビ放送に切り 
換わりまず。 


HDD レコーダー ボタンを 
押して HDD モードに切り 
換えてください。 


地上デジタルの受信設定をずる(画面 2〜5)。 


画面2 
受信地域を 
設定ずる 


お住まいの地域のチヤンネル設定の 
ために必要です。 


画面 3 [はい]を選んでください。[いいえ] 

地上デジタル を選ぶと、地上デジタルの設定をせ 

受信設定開始 ずに、65-110度こ5デジタルの受信 

設定に進みます。 


上記画面び表おされないとさは、を巧し 
て「録画メニュー」画面を表示し、[レコーダー設 
定]の访^んたん設定]を選んでください。 


i レコーダーかんたん技を (1/1 1ステップ） 


!100% 11/4(水)悚1:00 


レコーダーのかんたん E ちを巧めまず。 

巧り巧いが明■にがって、ち6かじめアンテナ接病 
して < ださい。 

1.化上デジタル巧を投ま 
色 BS / CS デジタル巧を担ま 
3.自動 ミ 肖去 ON / OFF 段を 
の K に技をします。 

レコーダーはテレビ本巧とは別のでず。 
テレビの担まとは別に技をを巧5化 g がちりまず。 


ごを意 



をレコーター かんたん投を (3/1 1ステッス 5 巧100%11/4(水)午を1:〇〇 

化上デジタル巧をのミをしますか？ 


( 1ホし、 )( いい又 ) 


巧巧')紙 

(民る ） 戻る 


さ レコーターかんたん技を (2/1 1ステジス S 巧100%11/4(水)午を1:〇〇 

おをまいの化巧を進んで、 ns 定 J してください。 


頭巧 


巧は!* f 確を） 

東北 

巧木! 《 - 

阴東 

巧馬! M 

fi 篇•化居 

巧玉！ K 

縣 

干；！!! M 

巧 le 

東巧な(をぐ 島 部） 

中国 

東巧巧誘巧(伊百かを巧） 

四国 

神京 III 累 

れ W •ホ a 

山が県 

巧西')紙 

(民る ） 戻る 



かんたん設定をする 
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画面 4 山 H 鬥は、 UHF アンテナをつない 

アンテナを でいるとをに選んでください。 

還択ずる に ATV ] は、ケーブルテレビで地上 

デジタルび配信されているとさに選 
んで < ださい。 


さレコーダーかんたん投を (4/1 1ステッス S 巧100%11/4(水)午を1:〇〇 


せ上デジタル巧をのチヤンネルをスキヤンしまず。 

巧上デジタルはをを g® ずるアンテナを跡してくださし1。 
わか S なし巧をは、 CATV を a んで < ださ1-、。 

自動けート)はできまはん。 


巧巧') 漢を (313 ちる 


画面5 チヤンネルスキヤンを行って受信 

チヤンネルを しているチヤンネルを登録します。 

スキヤンずる 



BS ‘1 10 度 CS デジタルの受信設定をずる(画面 6 
〜7)。 

画面6 [はい]を選んでください。[いいえ] 

衛星受信設定 を選ぶと、65-110度じ5デジタルの 

開始 受信設定をせずに自動消去設定に 

進みます。 


宙レコーダーかんたん投を (6/11 ステッス a 巧100% 11/4( 水)午を1:00 

BS/CS デジタル巧をの技ををします。 

BS/CS 巧星アンテナレベルを担巧しますか？ 


( はい ）（ いいぇ ） 


巧を)漢ミ 

( 民戻る 


画面7 アンテナレベルを確認しなびら、衛 

アンテナレベル 星アンテナの向をを調整します。で 
の確認 きるだけ最大値に近くなるように 

調整してください。 


苗レコーターかんたん担を (7/ 11ステツフ） 

S 巧100% 11 /4(水)午を 1 :〇〇 

巧を BS ♦ £ 

チヤンネルまち BS101 

: S (艇） 

現を 2 已 

ピーク 27 

□ 1111111 . .日 

レベルび上び5ない場合は、亀おを切りアンテナ接病を巧巧して < ださい。 

1 (MMD みを 

CUD 戻る 1 


7自動消去の設定をずる(画面の。 

画面8 八ードディスクに録画したま組を 

自動消去設定 自動で消去するかどラかを選んで 
<ださい。 


をレコーターかんたん担ま巧/11ステツス 8 巧100%り/4(水)午を1:00 


毎国き巧の自動 ミ 肖ち On/O 版をを巧し巧す。 

A- ドディスクび L、 っば U になったときに 
巧面した香巧をちい順に自動おましますか？ 



( 1れ、 )( しルは ) 


CUD みを 


013ちる 


8おずずめ番組の設定をずる(画面 9)。 


画面9 

おずずめ番組 

sn* 申 

巧疋 

おすすめま組の案内を画面に表示 
するかどラかを選んでください。 


さレコーターかんたん担ま (9/11 ステッス 8巧100%り/4か)午を1:00 



視巧) 1S の争普の On/Off 田ち巧行います。 

[は L りを a ぶと•おずずめ g 巧表にちなたのよ< 見る香巧び 
表示され、卸宜のモ約び容いになります。 

巧ほ)！垣の学普を巧いまずか？ 

( はい(推热 U しル、え ) 



CM；) みを 

巧。ちる 



■かんたん設定をする 
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9 時刻の設定をずる（画面 10)。 


画面 10 現在の時刻を設定します。自動で設 

時刻設定 定されないときは、♦♦♦■►で現在の 

時刻を入力して < ださい。 


色レコーダーかんたん田を (10/11 ステジス S 巧100% 11/4( 水)午を1:00 

時巧は自動巧 W されます。 




C 

おを） 

2007年 7月 11日(水）午を9:30 




C 

中止 I 

CUD みを 


(民る巧る 


10 かんたん設定を終了ずる（画面11)。 

画面 11 ©を押してください。かんたん設 

かんたん設定 定び終了します。 

終了 


芭レコーダーかんたん田を (11/11 ステジス a 巧100%り/4冰件を1:00 


レコーダーのかんたん技をを接了します。 


CUD みを CUD ちる 


M かんたん設定をする 
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対象機種： 

KDL-70X7000/KDL-52X5000/KDL-46X5000/KDL-40X5000/ 
KDL-52X5050/KDL-46X5050/KDL-40X5050/KDL-52V5000/ 
KDL-46V 5000 /KDL-40V 5000 /KDL-46V 3000 /KDL-40V 3000/ 
KDL-52W 5000 /KDL-46W 5000 /KDL-40W 5000 


1 本機の電源を入れる。 

2 テレビの電ミ原を入れる。 

3 本機のリモコンの&を押して、を押ず。 

4 を(設定)一苗 (HDMI 設定)一 [HDMI コント 
□-ル]の順に選んで、奠)を押ず。 

5 ♦♦で[ずる]を選んで、毎)を押ず。 

6 ♦♦で [ HDM ロント □- ル機器一覧]を選んで、 

运)を押ず。 

本機び一覧に表示されていれば、設定は完了でず。 
一覧に表示されなかった場合は、[有効にずる]を 
選んで、运)を巧してください。 


[手順 8] 本機の電源を切る 


1 テレビの電源を切る。 

2 本機前面の電源ボタンを10秒む上巧し続ける。 

電源ボタンを押している途中、電源ボタンのランプび緑色に点口ずることがありまずび、電源ボタンを押 
し続けて < ださい。 

3 電源ランプび赤く点口し、電源び切れていることを確認ずる。 

この手順で電源を切ることで、 HDD を確実に停止させることびできます。 


対象機種： 

KDL-40J 5000 /KDL-32J 5000 /KDL-40J 3000 /KDL-32J 3000/ 
KDL-26J 3000 /KDL-20J 3000 


1 本機の電源を入れる。 

2 テレビの電源を入れる。 

3 本機のリモコンのろを押して、を押ず。 

4 さ(設定)一苗 ( HDMI 設定)一 [ HDMI コント 
□-ル]①順に選んで、@を押ず。 

5 ♦♦で[ずる]を選んで、泻)を押ず。 


[手順 7] HDMI コント□ール 

(機器制御)を設定ずる 

本機と ソニー 製の下記テレビを HDMI ケーブルでつなざテレビの設定を行ラと、本機の U モコンで 本機と 
テレビをより快適に操作でさます。設定ち法はお使いの機種により異なりますので、下記をご覧になって 
設定を行ってください。 


B H D M I n ント □1 ル(機器制御】を設定する/本機の電源を切る 
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下記テレビをお使いの場合、本機をテレビの背面に取り付けることびできます。 

巧応機種名 

KDL-70X7000/KDL-52X5000/KDL-46X5000/KDL-40X5000/KDL-52X5050/KDL-46X5050/KDL-40X5050/ 
KDL-52W 5000 /KDL-46W 5000 /KDL-40W 5000 /KDL-52V 5000 /KDL-46V 5000 /KDL-40V 5000 /KDL-46V 3000/ 
KDL-40V 3000 /KDL-40J 5000 /KDL-32J 5000 /KDL-40J 3000 /KDL-32J 3000 /KDL-26J 3000 /KDL-20J 3000 


本機の取り付け位置を確認ずる。 

お使いのテレビの取り付け位置を確認してください。取り付け位置には、ブラケットを取り付けるための 
巧び確認でさまず。 


例①:背面をに設置 


例⑥:背面中舟こ設置 




KDL -70 X 7000 を壁に取り付ける場合は、テレビ 
と壁の設置角度び日度の場合のみ。 


背面中央にも取り付け6れる機種 

KDL -70 X 7000/ KDL -52 X 5000/ KDL -46 X 5000/ 
KDL -40 X 5000/ KDL -52 X 5050/ KDL -46 X 5050/ 
KDL -40 X 5050/ KDL -32」 5000 


例③:背面ちに設置 



KDL -70 X 7000 を壁に取り付ける場合は、テレビ 
と壁の設置角度び5度、10度、15度、20度の場 
合のみ。 


背面ちに取り付け5れる機種 

KDL -70 X 7000 

KDL -70 X 7000 を壁に取り付ける場合は、テレビ 
と壁の設置角度び0度の場合のみ。 


テレビの背面中央や背面ちに取り付け5れるのは、上記対応機種のみです。 


テレビの背面に設置する 


[手順 9] 本機を設置ずる 

テレビの背面に取り付ける方法とテレビの横に設置する方法の2通りびあります。 

本機を設置する前に、本機の電源を切ってください。 


本機を設置する 
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ブラケットをテレビに取り付ける。 


〇テレビ背面の四角い巧と、ブラケットの四角い突起を合わ 
せるようにして取り付ける。 



〇付属のプッシュナット(ねじに本をブラケットのねじ巧にしつ 
かりと押し込む。 

ねじ巧にプッシュナットを押し込むだけで、ブラケットを固定 
でさます。プッシュナツトとブラケットの間の隙間びなくなる 
まで押し込んでください。 



プッシュナット(ねじ)を押し込むときは、テレビび転倒しないように十分ごを意ください。 

プッシュナツトを押し込むときは、下図のよラに、ねじの頭び押し込まれていないことを確認してねじ巧に押し込んでください。 


巧し込まれていない: I 犬態 
のプッシュナツト（ねじ） 



本機をテレビに取り付ける。 

〇本機を両手で持ちなび5、ブラケットの溝に本機の底面を 
合わせる。 



〇本機が動かなくなるまで、ゆっくりと下にず6ず。 



テレビの背面に本機を取り付けている状態でテレビを移動させるときは、本機を取りはずしてか5移動させるよラにしてくだ 
さい。テレビに取り付けている状態で本機に手をかけて移動させると、本機びずり落ちたりします。 

テレビびすでに壁に取り付け5れているときは、テレビを一度はずしてか5本機を取り付けてください。 


■本機を謹する 
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本機を取りはずすには 

本機を下図矢印のち向にゆっくりと弓 I さ上げてください。 



ブラケットを取りはずすには 

ブラケットを取りはずすとさは、ドライバーでプッシュナット(ねじ）をゆるめて引さ抜いてください。 
プッシュナツトの外周び回るときは、手で押さえてください。 


プッシュナツト(ねじ）の取りはずしかた 



ドライバーでプッシュナットを左に回すと、ねじの頭を引さ出せます。 

本機はテレビスタンドや机などに横置きすることびできます。 

1テレビの横に設置ずる。 


本機 



本機を設置する 




[手順 10] リモコン延長まが部を 

取り付ける 

U モコン延長受光部を取り付けると、本機前面の受光部び無効になります。テレビの横などに配置すると 
さは、 U モコン延長受光部は接続しないでください。 


リモコン延長受光部に両面テープ(付属）を貼る（①)。 


① 


晒トプ^^ィ 
U モコン延長夏光部裏側 



リモコン延長受光部を本機後面のリモコン入力端子につなぐ(@)。 
リモコン延長受光部の両面テープをはびし、テレビに固定ずる（⑤)。 



@ 


:—製の下記テレビをお使いのかた 


巧応機種を 

KDL-70X7000/KDL-52X5000/KDL-46X5000/KDL-40X5000/KDL-52X5050/KDL-46X5050/KDL-40X5050/ 
KDL-52W 5000 /KDL-46W 5000 /KDL-40W 5000 /KDL-52V 5000 /KDL-46V 5000 /KDL-40V 5000 

テレビに付属のマルチ U モコンをお使いで本機に付属の U モコンを利用しない場合、 U モコン延長受光部 
を取り付ける必要はありません。マルチ U モコンですベての操作びでさます。 


B リモ n ン延長ま巧部を取〇付ける 
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[手順 11] ケーブルをまねる 


本機付属の結束バンドを使って、ケーブル類をすつさりまとめられます。下の図のよラに結束バンドを使つ 
て接続したケーブルをまとめて<ださい。 


結束バンドの使用例 



[手 1 腰 12] リモコンを利用ずるための設 


定をずる 


お使いのテレビの機種によって U モコンび異なり 
ますので、ごを意ください。 

7ルチリモコンを登録ずる 

対象 U モコン： KDL -70 X 7000/ KDL -52 X 5000/ KDL -46 X 5000/ 
KDL -40 X 5000/ KDL -52 X 5050/ KDL -46 X 5050/ KDL -40 X 5050/ 
KDL -52 V 5000 / KDL -46 V 5000 / KDL -40 V 5000 / KDL -52 W 5000/ 
KDL -46 W 5000 / KDL -40 W 5000に付属のマルチ U モコン 

1 本機前面の電源ボタンを押して、本機の電源を入 
れる。 

本機の電源び入っているとさは、本機の電源を一 
度切ってから電源を入れなおしてください。 

下記手順2〜5の操作は手順1で本機の電源を入 
れてから5分じ(内に行ってください。 

2 マルチリモコンのふたの中の a を巧に押しなび 

5、%(戻る）を押し続ける。 

録画機器ボタンび早く点滅ずるまで巧し続けてく 
ださい。 

3点滅している間に、@を押ず。 

30秒間経過ずると消なしまず。消なずるまでの 
間に、@(数字ボタン）を巧してください。 

手順2で押した録画機器ボタンび点なしまず。 

4マルチリモコンを本機に近づける。 

5运)を押ず。 

正しく登録されたときは、録画機器ボタンび2回 
点滅して消なしまず。 

5回点滅したあと、点灯し続けている場合は、下 
記手順でちラー度マルチ U モコンの登録を行って 
<ださい。 

マルチリモコンの登録びでさなかったとさは 
1 テレビ本体の電源ボタンを押して電源を切る。 

2 本機前面の電源ボタンを10秒に Lb 押し続ける。 

強制的に電源び切れまず。電源ボタンを巧してい 
る途中、電源ボタンのランプび緑色に点なずるこ 
とびあ0まずび、電源ボタンを巧し続けて<ださ 
しん 


3 上記 r マルチリモコンを登録ずる J の手順1〜5を 
行ラ。 

• 録画中に強制的に電源を切ると、録画中の番組び保存されませ 
ん。録画び終わってから操作して < ださい。 

• 1」モコンの操作びでさないとさは、ち5—度 U モコンの登録を 
行ってください。 

リモコンを登録ずる 

対象 U モコン： KDL -46 V 3000 / KDL -40 V 3000に付属のリモコン 

1 リモコンのふたの中のこつを巧に押しなびら、 

%烟面表示)を押ず。 

録画機器ボタンび点滅しまず。 

2 登録したいリモコンモードに対応した数字ボタン 
(3 衍)を押ず。 

録画機器ボタンび点なしまず。 

0は®でず。「203」と入力ずるとさは、 U モコ 
ンの®、®、@を順番に巧してください。 

対応リモコンモード 


項目 

ミ凡み 

政 化 

HDD1 

201 

HDD2 

202 

HDD3 

203^ 

* お買い上げ時の設定 


3运)を押ず。 

正しく登録されたときは、録画機器ボタンび2回 
点滅して消なしまず。 

登録されなかったとさは、5回点滅しまず。手順 
1からをラー度やり直してください。 

IJ モコンの電池を取0出した0、交換したりすると、登録した IJ 
モコンモードび消えることびあります。ちラー度登録しなおして 
ください。 

U モコンの登録びで去ないとさは、ち5—度 I 」モコンの登録を行つ 
て < ださい。 


U モコンの設定は不要です。 


BRAVIA Link 巧応のテレビに付属 
のリモコンを使用するには 


本機に付属のリモコンを使用すると 
をは 


U モ n ンを利用するための設定をする 
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本機の電源の r;u r 切 j について 


電源を入れるときは 

テレビの電源を入れると、本機の電源も連動して電源を入れるときは 


入ります。 

テレビの電源は、本機の U モコンの参または、 
テレビの U モコンの電源ボタンで入れてください。 

電源を切るとさは 

テレビの電源を切ると、本機の電源も連動して切 
れます。 

テレビの電源は、本機の U モコンの参または、 
テレビの U モコンの電源ボタンで切つてください。 

本機の電源はテレビの電源に連動していますので、テレビの電源 
び入っている状態のときには、本機のリモコンのでおよび本機 
前面の電源ボタンで本機の電源を切ることはでさません。 


テレビの電源に連動して 
本機の電源が、 r 入 jr 切」 
しまず。 



テレビの電源とは連動させずに、本機の U モコンのボタンや 
本機前面の電源ボタンで、本機の電源を「入」 r 切」したいときは、 
テレビの HDMI コント□ール(機器制御）を r しない」に設定してく 


本機の電源はテレビの電源と連動しません。 

本機の U モコンの> または、本機前面の電源ボ 
タンを押して、本機の電源を入れてください。 
テレビの電源は、本機の U モコンの龜または、 
テレビの U モコンの電源ボタンで入れてください。 

電源を切るとさは 

本機の U モコンの> または、本機前面の電源ボ 
タンを押して、本機の電源を切ってください。 
テレビの電源は、本機の U モコンの龜または、 
テレビの U モコンの電源ボタンで切つてください。 


本機の電源を r 入 jr 切」しまず。 
テレビの電源を r 入 J r 切 J しまず。 


• tsa mm なに本機の操作をしたいときは、テレビの入 
力切換を、本機び接続されている HDMI 入力に切り換えてくだ 
さい。 

• 「見て録」 ru プレイ」は利用できません。 
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HDMI コント□-ル(機器制細)にが 
応しているテレビで、 HDMI コント 
□-ル(機器制御)機能び[入]になつ 
ている場合 


HDMI コント□-ル(機器制御)にが 
応していないテレビや、 HDMI コン 
卜□-ル(機器制御)にが応している 
テレビで、 HDMI コント□—ル(機 
お制御)機能び[切]になっている場を 


本機はシステム全体の最適化を図るため、電源入切時に電源ボタンを押してから、実際に起動するまでと 
実際に電源び切れるまでしばらく時間びかかります。 


本機の電源の r 入 J r 切」について 
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